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く
さ
わ
け

な

ぬ
し

一
、

こ
こ
に
翻
刻
す
る
資
料
は 、
江
戸
東
京
博
物
館
が
所
蔵
す
る
草
分
名
主
（
草

ほ
し

の

ま
た

え

も

ん

ひ

も
の
ち
ょ
う

の
星
野
又
右
衛
門
に
関
係
す
る
資
料
（「
江
戸
檜
物
町
草
分
名
主

創
名
主）

星
野
家
文
書」）

凡
例

キ
ー

ワ
ー
ド

解
説

五

四

万
さ
い
エ
之
覚
帳

（
名王
役
替
手
形
控）

（
神
田
上
水
樋
枡
新
規
入
替
絵
図）

役
儀
御
免
願
並
家
督
願
右一
件
二
付
書
留

永
代
売
渡
証
文
之
事

凡
例

で
あ
る 。

星
野
又
右
衛
門

草
分
名
主
（
草
創
名
主）

大
工
棟
梁

檜
物
町

国
役

職
人

江
戸

目

次

【
資
料
紹
介】江

戸
檜
物
町
草
分
名
主
星
野
家
文
書
に
つ
い
て

一
、

本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
は 、
以
下
の

五

点
で
あ
る（
資
料
名
と
資
料
番
号） 。

永
代
売
渡
証
文
之
事

一
、

上
記
の
ほ
か 、
「
江
戸
檜
物
町
草
分
名
主
星
野
家
文
書」
と
し
て
登
録
さ
れ

た
資
料
に 、
「
町
方
申
談
規
定
（
冠
婚
葬
祭
な
ど
仕
法
に
つ
き）」
（
9
0
2

0
4
5
5
8、
竪
帳 、
明
治
二
年
〔一
八
六
九〕
九
月）
が
あ
る
が 、
こ
の

資
料
に
は
星
野
又
右
衛
門
あ
る
い
は
檜
物
町
に
直
接
関
係
す
る
内
容
は
確
認

で
き
な
い 。
本
資
料
は
収
集
当
時
に
は
星
野
家
文
書
と
し
て一
括
さ
れ
て
い

た
が 、
上
記
の一
ー

五

の
資
料
と
は
性
格
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら 、
本
稿
に
は
収
録
し
て
い
な
い 。

一
、

翻
刻
に
あ
た
り 、
文
中
に
適
宜 、
読
点
（ 、）
お
よ
び
並
列
点
（．）
を
加

え
た 。

＊
当
館
講
師

五
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四

（
神
田
上
水
樋
枡
新
規
入
替
絵
図）

役
儀
御
免
願
並
家
督
願
右一
件
二
付
書
留

万
さ
い
エ
之
覚
帳

（
名
主
役
替
手
形
控）
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江戸檜物町草分名主星野家文書について

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
（
請
求
番
号
F
H
Ol
l_
l) 。

一
、

変
体
仮
名
や
合
字
は
原
則
と
し
て
通
常
の
平
仮
名
に
改
め
た
が 、「
而」「
得」

「
江」
「
之」
は
原
文
表
記
の
ま
ま
と
し
た 。
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
当

一
、

踊
り
字
に
つ
い
て
は 、
漢
字
は
「

」々 、
平
仮
名
は
「
A

」 、
片
仮
名
は
「
、

」

一
、

欠
損
や
蝕
損
な
ど
に
よ
り
判
読
不
能
の
文
字
は 、
□
□
（
字
数
分） ヽ[

（
字
数
不
明）
で
示
し
た 。

一
、

印
鑑
は 、
実
際
に
押
印
し
て
あ
る
も
の
は
「

＠」
（
丸
印）・「
固」
（
角
印） 、

文
字
で

「
印」
と
書
い
て
あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま

「
印」
と
し 、
文
字
で

「
⑮」

と
書
か
れ
た
も
の
は

「
＠」
と
し
た 。

一
、

な
お

「
町
方
申
談
規
定」
を
含
む
星
野
家
文
書
は 、
江
戸
東
京
博
物
館
図

書
室
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
閲
覧
公
開
を
行
っ
て
い
る
の
で 、
合
わ

一
、

抹
消
字
に
つ
い
て
は 、
見
せ
消
ち
「
ミ」
を
付
し
た 。

を
用
い
た 。

用
漢
字・
常
用
漢
字
を
用
い
た 。

しー 一！

同 一
、

弐
合
半

一
、

壱
合

同 一
、

五
合

同 一
、

壱
升

同 一
、

五
升

し
ら
き

一
、

七
升

同 同 同 同

三
拾
丁

A、
A、

弐
十
五
丁

弐
拾
五
丁

弐
拾
丁

弐
拾
丁

六
丁

五
丁

し
ら
き

壱
人
て
ま
い
二
付

一
、

斗
升

四
丁
ツ
、

し
ら
き

壱
人
て
ま
い
二
付

巳
ノ
正
月
吉
日

万
さ
い
エ
之
覚
帳

延
宝
五
年

（
表
紙）

万
さ
い
エ
之
覚
帳
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一
、

五
升

一
、

七
升

し
ら
き
六
分

一
、

斗
升

し
た
し
ハ

た
め
く
き
う
ち
共

一
、

四
拾
丁

一
、

四
拾
丁

一
、

五
拾
丁

弐
合
半
ノ

た
め
く
き
う
ち
共
ニ

一
、

五
拾
丁

壱
合
之

壱
丁
二

付

壱
丁
二

付

し
ら
き
五
分

壱
丁
二

付

し
ら
き
四
分

た
め
く
き
う
ち
共

五
合
之

た
め
く
き
う
ち
共

壱
升
之

あ
ら
う
ち
共

一
、

拾
丁

斗
ノ
く
き
う
ち

七
升
く
き
う
ち

五
升
く
き
う
ち

あ
ら
う
ち
共

一
、

九
丁

あ
ら
う
ち
共

一
、

八
丁

つ
る
か
け
覚

一
、

五
升

一
、

七
升

一
、

斗
升

た
め
く
き
内
共

し
た
し
は

あ
ら
う
ち
共

一
、

壱
升
之
し
ら
き

壱
分
二

付
百
廿
丁
ツ
ヽ

一
、

五
合
之
し
ら
き

壱
分
二

付
百
四
拾
丁

一
、

弐
合
半
之
し
ら
き

拾
丁
二

付
壱
匁
ツ
、

一
、

壱
合
之
し
ら
き

拾
丁
二

付
壱
匁
ツ
、

く
き
内
あ
ら
う
ち
之

一
、

壱
升

一
、

五
合

く
き
う
ち

壱
丁
二

付
三
分

く
き
う
ち

あ
ら
う
ち

壱
丁
二

付
二
分
五
り
ん

く
き
う
ち

あ
ら
う
ち

壱
丁
二

付
二
分

た
め
く
き
内
共
二

壱
分
二

付
三
百
丁
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壱
人
て
ま
い
二
付
十
二
丁
ツ
、

枡
そ
こ
ほ
り
之
覚

壱
人
て
ま
い
二
付
廿
五
丁

壱
丁
二
付
七
厘
ツ
、

（

マ

マ

）

一
、

同
五
升
壱
丁
二
付

百
丁
二
付一
二
匁
五
分

一
、

弐
合
半

一
、

壱
合

た
め
く
き
内

百
丁
二
付
二
匁
五
分

た
め
く
き
う
ち

百
丁
二
付
二
匁
四
分

あ
ら
壱
人

一
、

七
升
ノ
あ
ら
壱
人

あ
ら
壱
人

く
き
三
分
五
り
ん
ツ
、

七
拾 、

く
き
三
分
五
厘

一
、

斗
升
之
く
き
内

一
、

斗
升
之
あ
ら
う
ち

一
、

七
升
く
き
う
ち

一
、

七
升
あ
ら
う
ち

ニ
付
拾
五
丁
ツ
、

一
、

五
升
く
き
う
ち

一
、

五
升
あ
ら
う
ち

一
、

斗
升
之
く
き
う
ち

壱
丁
二
付
壱
分
ツ
、

一
、

同
斗
升
あ
ら
内

壱
丁
二
付
弐
分
ツ
ヽ

一
、

七
升
之
く
き
う
ち

壱
丁
二
付
七
厘
ツ
、

一
、

同
七
升
あ
ら
内

壱
丁
二
付
壱
分
三
り
ん

一
、

五
升
く
き
う
ち

壱
丁
二
付
壱
分
三
り
ん

七
升
五
升
ハ
壱
分
二
付

六
十
丁
ツ
ヽ
、

但
シ
拾
丁
二
付

あ
つ
ら
ひ
て
ハ
壱
分

旦
シ
ィ て

ま
い
二
付
七
丁
ツ
、

一
、

五
升

て
ま
い
二
付
六
丁
ツ
、

し
た
し
ハ

て
ま
い
二
付
五
丁
ツ
、

壱
人
て
ま
い
二
付
拾
五
丁

一
、

斗
升

壱
人
て
ま
い
二
付
三
十
丁

壱
人

て
ま
い
二
付
三
十
丁
ツ
、

壱
人
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一
、

五
升
壱
T
二
付

九
匁

拾
壱
匁

は
ヽ

壱
尺
七
寸

壱
尺
五
寸

壱
尺
二
寸
五
分

枡
ね
た
ん
之
覚

一
、

斗
升
壱
丁
二
付

一
、

七
升
壱
丁
二
付

長
サ

弐
尺

若
狭
様

（
白
紙
二
丁）

（
裏
表
紙）

星
野
又
右
衛
門紙

か
す
八
枚

檜
物
町
壱
丁
目

は
ヽ

長
サ

出
雲
様

三
分
五
り
ん

A、
A

A、
A、
A、

四
分
ツ
ヽ

-186-

ふ
た
い
た
之
覚

百
丁
二
付
弐
匁

四
分
五
り
ん

A、
A、
A、
A、
A、 ‘

五
分
ツ
ヽ

一
、

壱
升
之
ほ
り

拾
丁
二
付
壱
匁

拾
丁
二
付
壱
匁

一
、

五
升
ノ
ほ
り

九
分
ヽ
ヽ

一
、

五
合
壱
丁
二
付

一
、

七
升
之
ほ
り

壱
匁

拾
丁
二
付
壱
匁
五
分

一
、

斗
升
ノ
ほ
り

一
、

壱
升
壱
T
二
付

五
分
五
リ
ン

一
、

弐
合
半
壱
丁
二
付

一
、

壱
合
壱
丁
二
付

七
匁

(5) 



江戸檜物町草分名主星野家文書について

（

表

紙）

年
寄
衆
中

（
名
主
役
替
手
形
控）

町
三
人 拍

壱
丁
目

檜
物
町

弐
丁
目

差
上
申
手
形
之
事

元
禄
十
七
年
申
三
月
十
八
日

兵

次
郎
右
衛
門

詞

市

兵

五

衛

⑮

弥

衛

＠

（
二

脱
力
）

一
、

檜
物
町
名
主
又
右
衛
門
儀 、
近
年
病
気
付 、
名
主
役
難
相
務
御
座
候
二
付 、

御
願
申
上 、

御
免
被
遊 、

難
有
奉
存
候 、

又
右
衛
門
草
分
ケ
之
名
主
二
而
御

（
術
力
）

座
候
二
付 、

枠
十
兵
衛
名
主
役
被
仰
付
被
下
候
様
御
願
申
申
上
候
処
二 、

願

之
通
十
兵
衛
二
名
主
役
被
仰
付 、

難
有
奉
存
候 、

然
上
ハ
御
法
度
御
触
出
入

等 、

諸
事
十
兵
衛
支
配
請 、

急
度
相
守
可
申
候 、

尤
代
々
又
右
衛
門
と
申
名

二
而
名
王
役
務
来
り
候
二
付 、

十
兵
衛
義
も
今
度
又
右
衛
門
と
改
申
候 、

為

後
日
町
中
連
判
之
手
形
差
上
申
候 、

初
如
件

忠

兵

衛

⑲

市
郎
左
衛
門

⑲

八
左
衛
門

⑮

道

意

詞

七
左
衛
門

詞

徳

兵

衛

⑮

太

兵

衛

⑮

林

四

郎

⑮

伝
右
衛
門

⑮

彦

兵

衛

祠

三
郎
兵
衛

詞

平
右
衛
門

⑱

久

兵

衛

⑲

庄
右
衛
門

固

長
右
衛
門

⑮

七
右
衛
門

⑲

金

十

郎

⑮

伝

兵

衛

＠

八
右
衛
門

園

又

兵

衛

⑮

七
郎
兵
衛

⑮

権

兵

衛

⑮

八

郎

＠
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（
神
田
上
水
樋
枡
新
規
入
替
絵
図）

（
写
真・
折
り
込
み
図）

同

半
右
衛
門

弥

郎

又
右
衛
門

町
月
行
事

兵

衛
園

右
之
通 、
拙
者
名
主
役
被
仰
付 、
難
有
奉
存
候 、
然
上
ハ
諸
事
念
を
入 、
申
渡

相
務
可
申
候 、
以
上

久

郎
＠

半
右
衛
門
⑮

衛
⑮

次
⑲

善 弥

（

表

紙）

役
儀
御
免
願
井
家
督
願
右＿
件
二
付
書
留

役
儀
御
免
願
井
家
督
願

右一
件
二
付
書
留

以
書
付
奉
願
上
候

一
、

檜
物
町 、
同
会
所
屋
敷 、
上
槙
町 、
三
嶋
屋
敷 、
道
寿
屋
敷 、
数
寄
屋
町 、

中
橋
広
小
路
田
中
七
左
衛
門
拝
領
屋
敷 、
同
所
升
屋
善
太
郎
拝
借
地 、
右
町
々

名
主
又
右
衛
門
申
上
候 、
私
儀 、
草
創
よ
り
代
々
名
主
役
相
務
罷
在
候
処 、

年
罷
寄 、
其
上
長
病
二
而 、
別
而
此
節
差
重
り
役
儀
難
相
勤
御
座
候
二
付 、

名
王
役
御
免
被
成
下
候
様
奉
願
候 、
跡
名
主
之
儀
は
松
屋
町
家
持
忠
右
衛
門

と
申
者
之
弟
長
蔵
と
申 、
当
卯
三
拾
オ
ニ
罷
成
候
者 、
先
達
而
貰
請
養
子
二

仕 、
引
取
置
申
候
二
付 、
私
所
持
之
檜
物
町
二
而
表
京
間
四
間
裏
行
同
拾
九

間
五
尺
八
寸
有
之
候
家
屋
敷
壱
ヶ
所 、
此
度
長
蔵
江
相
譲
り
申
候
間 、
右
長

蔵
儀
名
も
又
右
衛
門
と
相
改 、
名
主
役
被
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候 、
以

天
明
三
卯
年
三
月

右
町
々
名
王

- 184- (7) 
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天
明
三
卯
年
三
月

年
寄
衆
中

町
三
人

天
明
三
卯
年
三
月

檜
物
町

十

蔵

吉
左
衛
門

上
槙
町
家
主

喜
四

郎

権

兵

衛

藤

兵

衛

十

兵

衛

清

次

郎

伝

兵

衛

同
会
所

吉

兵

衛

月
行
事

儀
右
衛
門

長

七

彦
四

郎

忠
右
衛
門

新

次

郎

七
郎
兵
衛

新

兵

衛

長

兵

衛

孫

次

郎

弥

兵

衛

十
右
衛
門

七

十

郎

佐

太

郎

七

七

安
右
衛
門

六
右
衛
門

与

市

利
左
衛
門

佐

兵

衛

忠

兵

衛

右
名
主
又
右
衛
門
御
願
申
上
候
通
り 、

町
人
共一
同
奉
願
上
候 、

以
上

七
右
衛
門 七

七
左
衛
門

半

七

又
右
衛
門

又

四

郎

長

次

郎
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高山 慶子

茂
兵
衛

弥
平
次

藤
右
衛
門

利
右
衛
門

金
兵
衛

甚
兵
衛

治
郎
兵
衛

清
兵
衛

新

J\ 

武
右
衛
門

青

七

、

1

与
左
衛
門

新
右
衛
門

藤

}\ 

藤

J\ 

平
四
郎

三
郎
兵
衛

佐
兵
衛

藤
兵
衛

藤
右
衛
門

権
右
衛
門

新

----'----
ノ‘

j\. 

升
屋
善
太
郎
拝
借
地

伊
兵
衛

久
右
衛
門

田
中
七
左
衛
門
拝
領
屋
敷

勘
四
郎

平

}\ 

J\ 

吉
右
衛
門

十
次
郎

平
三
郎

半

六

政
四
郎

庄
兵
衛

八
右
衛
門

三
嶋
屋
敷
家
主

道
寿
屋
敷
家
主

数
寄
屋
町
家
主

善
左
衛
門

茂
左
衛
門

同
会
所 月

行
事

利
兵
衛

仙

助

― -182- (9) 



江戸檜物町草分名主星野家文書について

天
明
三
卯
年
三
月

以
書
付
申
上
候

万
町

同

小
左
衛
門
印

同

藤
次
郎
印

呉
服
町 名

主

六
右
衛
門
印

左
内
町

一
、

私
共
組
合
檜
物
町
名
主
又
右
衛
門
儀 、
重
病
二
付 、
役
儀
御
免
之
儀
奉
願 、

跡
名
主
役
之
儀
は
養
子
長
蔵
江
家
屋
敷
跡
式
共
相
譲 、
名
も
又
右
衛
門
と
相

改 、
跡
名
主
役
被
仰
付
可
被
下
旨 、
又
右
衛
門
奉
願
上
候
二
付 、
右
長
蔵
身

元
之
儀
御
尋
二
御
座
候 、
右
長
蔵
儀
は
松
屋
町
家
持
水
油
仲
買
仕
候
忠
右
衛

門
と
申
者
之
弟
二
而 、
先
達
而
又
右
衛
門
養
子
二
貰
請 、
又
右
衛
門
方
江
引

取
同
居
仕
罷
在
候 、
勿
論
右
長
蔵
井
兄
忠
右
衛
門
共
前
々
よ
り

奉
蒙
御
咎
等

候
儀
無
御
座
候 、
右
御
尋
二
付 、
組
合一
同
連
印
を
以
申
上
候 、
以
上

右
之
通
身
元
尋
返
答
連
印 、
組
合
よ
り
同
五
日
夜
中
二
差
出
候
様 、
喜
多
村

殿
二
而
被
申
渡
候
二
付 、
早
速
相
認
メ 、
印
形
取
揃
二
手
代
善
六
持
廻
り
二

致
候
処 、

佐
内
町
六
右
衛
門
殿
他
出
二
付 、

印
形
揃
兼 、
尤
他
出
先
ヲ
承

（
虫
損
・

候
力
）

合
口
処 、
四
ツ
谷
辺
之
由 、
依
之
帰
ヲ
見
合
罷
在
候
内 、
霊
岸
嶋
辺
二
出
火

有
之 、
右
出
火
二
而
同
夜
明
ケ
七
時
頃 、
六
右
衛
門
殿
被
相
帰 、
印
形
相
揃

差
上
申
証
文
之
事

一
、

檜
物
町 、
同
会
所
屋
敷 、
上
槙
町 、
三
嶋
屋
敷 、
道
寿
屋
敷 、
数
寄
屋
町 、

中
橋
広
小
路
田
中
七
左
衛
門
拝
領
屋
敷 、
同
所
升
屋
善
太
郎
拝
借
地 、
右
町
々

名
王
又
右
衛
門
儀 、
草
分
よ
り
代
々
名
主
役
相
務
罷
在
候
処 、
年
罷
寄 、
其

上
長
病
二
而 、
此
節
別
而
差
重
り
役
儀
難
相
勤
御
座
候
二
付 、
名
主
役

御
免
被
成
下
候
様
奉
願
上
候 、
跡
名
主
之
儀
は
松
屋
町
家
持
忠
右
衛
門
と
申

者
之
弟
長
蔵
と
申 、
当
卯
三
拾
オ
ニ
罷
成
候
者 、
先
達
而
貰
請
養
子
二
仕 、

引
取
置
申
候
二
付 、
則
檜
物
町
二
而
表
京
間
四
間 、
裏
行
同
拾
九
間
五
尺
八

月
行
事

長
四
郎

同

又
兵
衛
印

源
右
衛
門

箔
屋
町

利
右
衛
門

同

清
右
衛
門
印

儀
兵
衛

西
河
岸
町

甚
右
衛
門

同

新

助
印

源
兵
衛

治
右
衛
門

本
材
木
町

同

孫
左
衛
門
印

清
右
衛
門

平
松
町

-181 - (10) 



高山 慶子

三
月
六
日

年
寄
衆
中

町
三
人

又
兵
衛

（ママ）

右
者
申
渡
儀
有
之
間 、
只
今
早
々
喜
多
村
所
江
可
被
罷
出
候 、
以
上

天
明
三
卯
年
三
月

組
合
名
主
之
内

同
人
支
配

町
年
寄
三
人

清
右
衛
門

倉
本
六
右
衛
門
殿

樽
屋
藤
次
郎
殿

曾
我
小
左
衛
門
殿

町
人
共

天
王
町
家
持

加
判
人

後
藤
七
右
衛
門

（虫損・
は力）

右
□
三
月
六
日
御
内
寄
合
御
伺
之
上 、
同
日
左
之
通
り
御
配
符
来
ル

一
、

檜
物
町

名
主
又
右
衛
門
枠

長

松
屋
町
家
持荒

木
忠
右
衛
門

長
蔵
兄

右
之
通 、
私
江
名
主
役
被

仰
付 、
難
有
仕
合
奉
存
候 、
然
ル
上
は
諸
事
入

念
申
渡
急
度
相
勤
可
申
候 、
以
上

卯
三
月

檜
物
町

外
町
々

名
主

又
右
衛
門

家
主
共
連
判

寸
有
之
候
又
右
衛
門
所
持
之
家
屋
敷
壱
ヶ
所 、
此
度
譲
請
申
候
間 、

右
長
蔵

名
も
又
右
衛
門
と
相
改 、

名
主
役
被

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
処 、
願

之
通
り
被

仰
付 、

難
有
奉
存
候 、
然
ル
上
は
諸
御
法
度
御
触
事
諸
事
出
入

等
之
儀 、

私
共
は
不
及
申 、
地
借
店
借
等
迄
右
又
右
衛
門
支
配
を
請 、
急
度

相
守
可
申
候 、

為
後
日
町
中
連
判
之
証
文
差
上
申
候 、

初
如
件

養
子

同

長

蔵

星
野
又
右
衛
門

右
之
通
御
配
符
二
付 、

早
々
罷
出
候
処 、
願
之
通
り
名
主
役
被
仰
付 、
其
節

（虫損）

前
書
連
判
下
書
右
役
所
二
而
被
□
渡 、
同
夜
手
前
二
而
相
認 、
翌
七
日
喜
多

村
殿
江
又
右
衛
門
自
身
持
参
相
納
ル 、
尤
連
判
帳
西
ノ
内
帳
面
二
仕
立
ル

一
札
之
事

一
、

拙
者
儀
重
病
二
付 、

名
主
役
御
免
被
成
下 、

跡
名
主
役
之
儀
は
養
子
長
蔵

江
家
屋
敷
跡
式
共
相
譲
り 、

名
も
又
右
衛
門
と
相
改 、
名
主
役
被
仰
付
被
下

置
候
様 、

喜
多
村
彦
右
衛
門
殿
迄
願
書
御
組
合
御
取
次
二
而
差
出
申
候
処 、

長
蔵
身
元
之
儀
組
合
連
判
二
而
書
上
候
様
被
申
渡
候 、
依
之
右
長
蔵
儀
は
松

屋
町
家
持
水
油
商
売
仕
忠
右
衛
門
弟
二
而 、

先
達
而
拙
者
養
子
二
貰
請 、

拙

者
方
江
引
取
同
居
仕
罷
在
候 、
右
長
蔵
井
兄
忠
右
衛
門
共
前
々
よ
り

御
公

儀
様
奉
蒙
御
咎
等
候
儀
曽
而
無
御
座
候 、
右
之
通
相
違
無
御
座
候
間 、
前
書

之
趣
各
方
よ
り
連
判
御
差
出
可
被
下
候 、

為
後
日
侶
如
件

天
明
三
卯
年
三
月

- 180 - ( 1 1 )  



江戸檜物町草分名主星野家文書について

右
家
督
相
済
候
祝
儀
二

遣
ス
、

尤
上
槙
町
利
兵
衛
地
主
江
頼
遣
ス

同
日

鰹
節

右
証
文
は
長
蔵
身
元
之
儀
組
合
中
江
御
尋
二

付、

組
合
よ
り
連
判
ヲ
以
返
答

被
致
候
二

付、

右
之
通
組
合
中
江
下
証
文
差
出
申
候

同
年
三
月
十
一

日

上
田
嶋

一
、
酒
三
升

一
、
右
同
断

壱
反、

但
し
四
拾
五
匁

壱
連、

但
し
有
合

右
は
家
督
願
之
儀
二

付、

願
書
取
次
其
外
諸
事
右
一

件
二

付
御
世
話
二

罷
成

候
二

付、

返
礼
二

遣
ス

一
、
青
銅
五
拾
疋

宝
暦
十
二
午
年
正
月

但
壱
升
二

付
弐
百
四
拾
八
文

市
川

又

兵

衛

殿

千
柄
清
右
衛
門
殿

多
田

内

新

助

殿

伊
東
孫
左
衛
門
殿

座
頭

市
川

又

兵

衛

殿

千
柄
清
右
衛
門
殿

願
之
通
被

仰
付
候

同
月
六
日 （

マ

マ
）

一
、
本
町
三
町
目、

同
四
丁
目、

岩
附
町
名
主
文
左
衛
門
儀
重
病
二

付、

名
主

役
御
免
被
成
下、

文
左
衛
門
儀
草
分
よ
り
名
主
役
相
勤
来
候
間、

養
子
八
十

八
江
名
主
役
被
仰
付
可
被
下
旨、

尤
八
十
八
儀
当
午
拾
六
才
罷
成
候
間、

御

用
向
勤
馴
候
迄
は
月
行
事
附
添
相
勤
申
度
旨、

町
人
共
一

同
相
願、

尤
八
十

八
義
ハ

神
田
塗
師
町
家
持
清
水
弥
次
右
衛
門
と
申
壁
方
御
用
相
達
候
者
之
弟

二

而、

実
兄
弥
次
右
衛
門
井
八
十
八
共
二
、

御
咎
請
候
儀
無
之
旨、

組
合
名

主
一

同
連
判
差
出

右
例
之
儀
は、

此
方
願
之
儀
は
他
人
二

而
家
持
町
人
よ
り
貰
請
候
二

付、

他
人

よ
り
貰
請
候
例
有
之
候
ハ
ヽ
、

書
出
可
申
旨、

喜
多
村
殿
二

而
被
申
聞、

尤
外

之
同
役
衆
二

而
聟
養
子
等
被
致
候
は
何
れ
も
親
類
縁
者
之
好
身
ヲ
以
被
相
願
候

ニ

付、

他
人
二

而
貰
候
例
無
之
処、

神
田
紺
屋
町
名
主
石
川
勘
次
郎
殿、

右
之

趣
ヲ
被
聞、
内
々
奈
良
屋
殿
二

而
右
益
田
文
左
衛
門
殿
願
之
節
例
御
聞
合
被
下、

右
二

付
留
置

-179 - ( 1 2)  
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右
は
川
船
御
役
所
江
五
月
六
日
自
身
持
参

印
鑑
印

、 、 、 、 、 、
外

檜
町 物
々 町

檜
物
町名

主

又
右
衛
門
印

支
配
附

右
は
御
養
生
所
江
差
出 、
尤
忌
明
後
五
月
四
日
自
身
持
参

こ〉 I i i  4 1 1 1  葉

名
主

支
配
附

竪
五
寸
弐
分

一
、

檜
物
町

一
、

同
会
所

一
、

上
槙
町

檜
物
町

一
、

中
橋
広
小
路
田
中
七
左
衛
門
拝
領
屋
敷

一
、

同
所
升
屋
善
太
郎
拝
借
地

一
、

三
嶋
屋
敷

一
、

道
寿
屋
敷

一
、

新
数
寄
屋
町印

鑑
謳

又
右
衛
門
印

一
、

よ
ふ
か
ん

一
、

同
年
五
月
七
日 、
草
分
御
同
役
衆
例
年
之
通
御
寄
合 、
草
分
年
番
矢
部
与

兵
衛
殿・
寺
嶋
茂
左
衛
門
殿・
嶋
田
左
内
殿 、
右
三
人
よ
り
先
達
而
達
シ
有

之
候 、
此
方
家
督
初
而
之
御
寄
合
候
間 、
先
例
之
通
当
日
餅
菓
子
折
詰
銘
々

江
引 、
尤
嶋
田
左
内
殿
御
子
息
左一
郎
殿
も
見
習
御
目
見
後
初
而
二
付 、
此

方
申
合
同
様
二
両
人
も
や
い
二
而
申
付
ル
菓
子

一
、

ま
ん
ち
う

右
は
両
御
組
屋
敷
江
相
廻
ル

今
般
家
督

御
目
見
仕 、
難
有
奉
存
候

檜
物
町名

主

又
右
衛
門

右
は
回
向
院
江
五
月
六
日
自
身
持
参

、 、 、 、 、
外

檜
町 物
々 町

印
鑑
印

支
配
附

檜
物
町名

主

又
右
衛
門
印

- 178 - ( 1 3 )  



江戸檜物町草分名 主星野家文書について

一
、

金
弐
百
疋

一
、

同
三
百
疋

一
、

同

五

百
疋

一
、

金
五
百
疋

一
、

同
弐
百
疋

一
、

同
三
百
疋

一
、

同

五

百
疋

一
、

金

五

百
疋

一
、

同
弐
百
疋

一
、

同
三
百
疋

一
、

同

五

百
疋

一
、

金
弐
百
疋

小
野
平
右
衛
門

喜
多
村
番
頭

広
間
中

太
田
官
右
衛
門

御
子
息
方

奈
良
屋
市
右
衛
門
殿

＠
 

右
は
我
等
是
迄
所
持
罷
在
候
処 、
此
度
貴
殿
江
売
渡 、
代
金
百

五

両
也
悔
二
受

⑮
 

取
申
候
処
実
正
也 、
然
ル
上
は
右
土
蔵
二
付 、
故
障
申
者
壱
人
も
無
御
座
候 、

万一
故
障
申
者
御
座
候
ハ
ヽ 、

私
共
何
方
迄
も
罷
出 、
急
度
埒
明 、
貴
殿
江
柳

＠
 

御
苦
労
相
掛
申
間
敷
候 、
為
後
日
売
渡
証
文
仇
如
件

竹
川
町

広
間
中

右
は
鳥
飼
和
泉
方
江
払
共
申
付 、
弐
十
七
人
前
二
而
代
金
五
拾
九
匁
六
分
也

（

録
）

町
年
寄
衆
八
丁
堀
物
書
衆
諸
目
禄
遣
候
覚

一
、

銀
弐
枚

喜
多
村
彦
右
衛
門
殿

御
子
息
方

館
林
喜
惣
治

間
口
弐
間

旦 、
＇
ー

奥
行
壱
丈

一
、

土
蔵

壱
ヶ
所

御
子
息
方

樽
屋
与
左
衛
門
殿

広
間
中

五

小
野
平
右
衛
門

百
六
拾
四
文

卯
五
月
廿
七
日
御
目
見
相
済
後

一
、

紅
い
ま
さ
か

一
、

春
入
餅

一
、

う
い
ろ
う

五

匁
宛
拾
人

四
匁
三
分
宛
廿
人

一
、

松
の
雪

一
、

丸
う
つ
ら

右
ハ
卯
三
月
六
日
二
家
督
被
申
渡
候
節 、
別
段
二
遣
ス

メ
金
拾
弐
両

一
、

銀

五

拾
匁

一
、

同
八
拾
六
匁

此
金
弐
両
壱
分
壱
匁

都
合
メ
金
拾
四
両
壱
分
卜

銀
壱
匁

一
、

金

五

両
弐
分
弐
朱

永
代
売
渡
証
文
之
事

永
代
売
渡
証
文
之
事

相
生
屋
料
理
代

但 、
酒
弐
樽
ハ
別
段

惣
メ
拾
九
両
三
分
弐
朱 、
壱
匁 、
百
六
拾
四
文
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星
野
又
右
衛
門
殿

明
治
三
午
年
四
月

証
人

重
兵
衛
⑮

売
主

組
合

家
持

元一
郎
⑮

乍
恐
浜
松

の
一
ほ
ど
を
占
め
た
が 、
星
野
又
右
衛
門
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る 。

星
野
又
右
衛
門
は 、

檜
物
町
（
現 、
中
央
区
八
重
洲一
丁
目
・
日
本
橋
三
丁

目）
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
代
々
に
わ
た
り
支
配
し
た
草
分
名
主
（
草
創
名
主）

で
あ
る 。
檜
物
と
は
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
薄
い
板
を
円
形
に
曲
げ
て
底
を
つ
け
た
曲

物
（
わ
げ
も
の
・
ま
げ
も
の）
と
呼
ば
れ
る
容
器
を
指
し 、

檜
物
師
は
檜
物
を

(l)
 

は
じ
め
と
し
て 、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
木
具
類
を
つ
く
る
職
人
で
あ
る 。

草
分
名
主
は 、
天
正一
八
年
(-
五
九
0)
の
徳
川
家
康
の
江
戸
入
り
以
前

か
ら
当
地
に
居
住
し
て
い
た 、
あ
る
い
は
三
河・
遠
江
か
ら
家
康
に
付
き
従
っ

(2)
 

て
江
戸
に
来
た
な
ど
と
い
う
古
い
由
緒
を
有
す
る
名
主
で
あ
る 。
一
八
世
紀
中

頃
以
降
の
江
戸
に
は 、
一
六
0
0
ー一

七
0
0
ほ
ど
の
町
に
対
し
て
二
五
0
名

前
後
の
名
主
が
存
在
し
た
が 、
草
分
名
主
の
人
数
は 、
元
文
三
年
（一
七
三
八）

に
二
九
名 、

寛
政
元
年
（一
七
八
九）
に
二
七
名 、
そ
し
て
天
保一
三
年
（一

八
四
二）
に
は
二
四
名
で
あ
っ
た 。
草
分
名
主
は
江
戸
の
名
主
全
体
の
一
0
分

星
野
又
右
衛
門
に
つ
い
て
は 、
「
檜
物
町
由
緒
書」
か
ら
そ
の
来
歴
な
ど
を

(3)
 

知
る
こ
と
が
で
き
る 。

檜
物
町
由
緒
書

一
、

檜
物
町
御
由
緒
之
儀
は 、
当
町
又
右
衛
門
先
祖
星
野
又
右
衛
門
儀
は 、

御
在
城
之
御
時
よ
り
檜
物
御
大
エ
ニ
御
取
立
被
成
下
置 、
遠
州
寺
嶋
二

而
御
切
米
弐
拾
五
俵
之
積
り
地
方
二
而
拝
領
仕 、

御
木
具
御
用
相
勤
罷

解
説
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仰
付 、
御
用
相
勤 、
其
外

御
上
洛
之
節 、
御
供
仕 、
御
用
相
勤
申
候

御
在
城
之
御
時
よ
り 、
為
御
吉
例 、
毎
年
又
右
衛
門
儀 、
正

月
御
年
頭
御
礼
之
節 、
御
状
箱
五
ツ
献
上
仕 、
其
側
鳥
目
壱
貫
文
頂
戴

仕
候 、
且
享
保
六
丑
年
十
二
月
中 、
名
主
井
角
屋
敷
町
人
献
上
品
ハ
三

本
入
御
扇
子
箱
献
上
可
仕
旨
被
仰
渡 、
其
以
来
御
状
箱
ハ
献
上
不
仕
候

右
之
通
二
御
座
候 、
以
上

御
代
々
様

一
、

浜
松

在 、
御
入
国
之
棚 、
御
供
被

仰
付 、
則
家
屋
敷
被
下
置 、
檜
物
町
と

御
取
立
被
為
遊 、
則
御
用
被

仰
付 、
御
当
地
二
而
ハ
御
蔵
米
二
而
弐

拾
五
俵 、
又
右
衛
門
頂
戴
仕 、
御
木
具
御
用
無
滞
相
勤
罷
在 、
且
又
為

御
吉
例
毎
年
十
二
月
御
煤
取
よ
り
正
月
十
五
日
迄
御
規
式
御
木
具
之
儀

ハ
檜
物
町
よ
り
御
国
役
二
而
相
勤
申
候

台
徳
院
様
於
浜
松

御
誕
生
井
伏
見
二
而

御
輿
入
之
御
用 、
御
賄
方
倉

橋
長
右
衛
門
様
御
掛
二
而
御
細
工
被

仰
付 、
相
勤
申
候

大
猷
院
様

御
誕
生
之
御
用
相
勤 、
御
拾
四
歳
之
御
時
迄 、
年
々
五
月
白

木
之
御
甲
献
上
仕 、
其
節
御
単
物
御
帷
子
拝
領
仕 、
則

用
相
勤
申
候

御
輿
入
之
御

千
代
姫
君
様

御
誕
生
之
御
用 、
御
賄
方
倉
橋
庄
兵
衛
様•
青
木
小
右
衛

門
様
御
掛
二
而 、
御
細
工
被

仰
付 、
相
勤
申
候

一
、

関
ヶ
原
御
出
陣
之
節 、
御
供
被

仰
付 、
御
用
相
勤
申
候

一
、

大
坂
御
出
陣
之
節 、
御
供
被

仰
付 、
其
節
御
賄
方
倉
橋
長
右
衛
門

仰
付 、
相
勤
申
候

様
御
掛
二
而
御
用
被

一
、

寛
永
三
寅
年
九
月 、
二
条

御
行
幸
之
硼 、
御
供
被

こ
の
由
緒
書
は 、
「
安
政
三
辰
九
月
晦
日」
付
け
の
「
檜
物
町
国
役
之
儀
二

付
御
賄
方
よ
り
掛
合
調」
と
い
う一
件
書
類
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る 。
こ
の

一
件
は 、
安
政
二
年
(-
八
五
五）
―
二
月
に
檜
物
町
の
月
行
事
で
あ
る
庄
八

ら
が
国
役
の
負
担
方
法
の
変
更
を
願
い
出
た
こ
と
に
始
ま
る 。
こ
の
と
き
に
庄

八
ら
が
作
成
し
た
同
年―
二
月
六
日
の
願
書
に
「
当
三
日

御
賄
所
様
江
願
立

候
様
被
仰
渡
候
間 、
檜
物
町
由
緒
書
相
添 、
此
段
奉
願
上
候」
と
あ
る
こ
と
か

(

5
)
 

ら 、
由
緒
書
は
幕
府
の
賄
所
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

よ
っ
て
本
史
料
の
「
卯
十
二
月」
は 、
願
い
出
が
な
さ
れ
た
安
政
二
年―
二
月

と
判
断
で
き
る 。

由
緒
書
に
よ
れ
ば 、
星
野
又
右
衛
門
の
先
祖
は 、
家
康
が
遠
江
国
の
浜
松
城

を
拠
点
と
し
た
頃
に 、
檜
物
大
工
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
と
い
う 。
家
康
が

浜
松
を
居
城
と
し
た
の
は 、
元
亀
元
年
(-
五
七
0)

か
ら
天
正一
四
年
（一

(

6
)
 

五
八
六）
で
あ
り 、
又
右
衛
門
は
こ
の
頃
か
ら
家
康
に
仕
え
た
こ
と
が
知
ら
れ

る 。
又
右
衛
門
は 、
切
米
二
五
俵
に
相
当
す
る
地
方
知
行
を
長
上
郡
寺
島
村（「
遠

州
寺
嶋」）
に
与
え
ら
れ 、
「
御
木
具
御
用」
を
勤
め
た 。

天
正一
八
年
に
家
康
が
江
戸
に
移
る
と 、
又
右
衛
門
は
家
康
に
付
き
従
っ
て

江
戸
に
移
住
し
た 。
こ
の
と
き
に
土
地
（「
家
屋
敷」）
を
与
え
ら
れ
て
成
立
し

卯
十
二
月

名
主

又
右
衛
門
印

五
人
組

弥
兵
衛
印

月
行
事

庄

檜
物
町

八
印
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た
の
が
檜
物
町
で
あ
る 。
こ
の
頃
の
又
右
衛
門
に
つ
い
て 、

先
に
み
た
庄
八
ら

の
願
書
に
は 、
「
当
町
又
右
衛
門
先
祖
星
野
又
右
衛
門
儀
は
檜
物
御
大
工
棟
梁

（
平
出）

二
而 、

御
入
国
之
棚 、
下
職
共
召
連 、
御
供
仕
候」
と
あ
る 。
又
右
衛
門
は

檜
物
大
工
棟
梁
で 、
下
職
を
召
し
連
れ
て
江
戸
に
来
た
こ
と
が
知
ら
れ 、
起
立

当
初
の
檜
物
町
に
は 、
又
右
衛
門
を
箪
頭
と
し
て
多
く
の
檜
物
師
が
居
住
し
た

と
考
え
ら
れ
る 。

移
住
後
の
又
右
衛
門
は 、
二
五
俵
の
蔵
米
を
支
給
さ
れ 、
「
御
木
具
御
用」

を
勤
め
た
と
あ
る 。
由
緒
書
の
後
半
部
に
記
さ
れ
た
以
下
の
①
か
ら
⑦
の
御
用

は 、
又
右
衛
門
の
江
戸
移
住
前
後
の
代
表
的
な
「
御
木
具
御
用」
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る 。
こ
れ
ら
の
御
用
の
あ
り
方
か
ら
は 、
寛
永
期
（一
六
二
四
ー一

六
四
四）
の
三
代
将
軍
家
光
の
頃
ま
で
は 、
又
右
衛
門
が
徳
川
家
と
深
い
関
係

を
有
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る 。

①
二
代
将
軍
の
秀
忠
（
台
徳
院）
が 、
天
正
七
年
(-
五
七
九）
に
浜
松
で

誕
生
し
た
と
き
や 、

文
禄
四
年
(-
五
九
五）
に
伏
見
で
婚
礼
を
あ
げ
た

折
に 、

賄
方
の
倉
橋
長
右
衛
門
の
命
で
細
工
御
用
を
つ
と
め
た 。

②
三
代
将
軍
の
家
光
（
大
猷
院）
が 、
慶
長
九
年
（一
六
0
四）
に
江
戸
で

誕
生
し
た
折
に
御
用
を
つ
と
め
た 。
ま
た 、
家
光
が一
四
オ
に
な
る
ま
で

毎
年
五
月
に
白
木
の
甲
（
か
ぶ
と）
を
献
上
し 、
そ
の
際
に
は
単
物
の
帷

子
を
拝
領
し
た 。
そ
し
て
元
和
九
年
（一
六
三
二）

も
御
用
を
つ
と
め
た 。

③
千
代
姫
（
家
光
娘）
の
寛
永一
四
年
（一
六
三
七）

の
家
光
の
婚
礼
時
に

の
誕
生
時
に 、
賄
方

の
倉
橋
庄
兵
衛
と
青
木
小
右
衛
門
に
命
ぜ
ら
れ
て
御
用
を
つ
と
め
た 。

「
御
用
ハ
余
人
江
被
仰
付」
と
あ
る
よ
う
に 、
「
御
木
具
御
用」
は
他
の
者

仕 、
手
間
代
銀
之
儀
は
御
国
役
二
而
相
勤
来
候
（
後
略）

尤
御
樽
木
其
外
木
地
ハ
御
下
ケ
被
下
置 、

職
人
千
人
分
御
扶
持
方
共
頂
戴

御
煤
取
よ
り
正
月
十
五
日
迄 、

御
規
式
御
木
具
之
儀 、

古
来
ハ
間
口
壱
間

は
廃
止
さ
れ
た 。

⑦
家
康
の
浜
松
在
城
時
よ
り 、
年
頭
御
礼
と
し
て
状
箱
五
つ
を
献
上
し
て
鳥

目一
貫
文
を
頂
戴
し
た 。
な
お 、

享
保
六
年
（一
七
ニ
―
)
―
二
月
の
取

り
決
め
に
よ
り 、
献
上
物
は
三
本
入
り
の
扇
子
箱
と
な
り 、
状
箱
の
献
上

由
緒
書
に
は 、
こ
う
し
た
「
御
木
具
御
用」
の
ほ
か
に 、
吉
例
と
し
て
毎
年

(7)
 

―
二
月
の
煤
取
か
ら
翌一
月一
五
日
ま
で 、
「
御
規
式
御
木
具」
を
国
役
と
し

て
勤
め
た
と
あ
る 。
以
上
の
御
用
や
国
役
に
つ
い
て 、
先
に
引
用
し
た
庄
八
ら

の
願
書
に
は 、
以
下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る 。

（
前
略）

御
用
ハ
余
人
江
被
仰
付
候
得
共 、

年
々
御
吉
例
二
而 、
十
二
月

二
檜
物
屋
五
人
ツ
、

合
而
細
工
人
千
人
御
桶
部
屋
江
罷
出 、

御
細
工
仕 、

と
し
て 、
将
軍
上
洛
時
に
供
を
し
て
御
用
を
つ
と
め
た 。

④
慶
長
五
年
（一
六
0
0)

て
御
用
を
つ
と
め
た 。

の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に 、

徳
川
家
の
供
を
し

⑤
慶
長一
九
・

ニ
0
年
（一
六一
四・
一
六一
五）
の
大
坂
の
陣
の
際
に
供

を
命
ぜ
ら
れ 、
賄
方
の
倉
橋
長
右
衛
門
の
命
で
御
用
を
つ
と
め
た 。

⑥
寛
永――一
年
（一
六
二
六）
九
月
の
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
を
は
じ
め
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あ
り 、

又
右
衛
門
へ
の
蔵
米
の
支
給
が
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

ヘ
命
ぜ
ら
れ
て
又
右
衛
門
は
勤
め
な
く
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

し
か
し 、

年
末
年
始
の
「
御
規
式
御
木
具」

の
細
工
に
つ
い
て
は 、

そ
の
後
も
国
役
と
し

て
勤
め
た
と
い
う 。

材
料
の
木
地
と
職
人
の
扶
持
は
幕
府
か
ら
支
給
さ
れ 、

檜

物
町
は
職
人
の
手
間
賃
を
国
役
と
し
て
負
担
し
た
と
あ
る
が 、

こ
こ
で
支
給
さ

れ
た
扶
持
は 、

当
初
か
ら
又
右
衛
門
が
与
え
ら
れ
て
い
た
二
五
俵
の
蔵
米
に
相

(

8
)
 

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る 。

し
か
し 、

庄
八
ら
の
願
書
に
「
又
右
衛
門
儀 、

平
生
御
木
具
御
用
不
相
勤
候

間 、

自
然
と
町
内
二
職
人
共
住
居
不
仕」

と
あ
る
よ
う
に 、

又
右
衛
門
が
「
御

木
具
御
用」

を
勤
め
な
く
な
っ
て 、

檜
物
町
に
職
人
が
い
な
く
な
る
と 、
「
町

内
二
お
ゐ
て
年
々
檜
物
屋
と
も
江
申
付 、

仕
立
上
納
仕
候」

と
あ
る
よ
う
に 、

1
0
0
0
人
の
職
人
を
桶
部
屋
に
差
し
出
す
の
で
は
な
く 、

檜
物
町
の
差
配
で

職
人
に
仕
立
て
さ
せ 、

出
来
上
が
っ
た
製
品
を
上
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た 。

元
禄
元
年
（
一
六
八
八）

以
降
は 、
「
年
々
金
六
拾
両
ツ
ヽ

檜
物
町
よ
り
藤

十
郎
方
江
相
渡 、

御
木
地
御
扶
持
方
共
町
内
江
は
頂
戴
不
仕 、

御
国
役
御
木
具

類
藤
十
郎
方
二
而
仕
立
上
納
仕
来
候」

と
あ
る
通
り
（
庄
八
ら
の
願
書） 、

檜

物
町
の
下
で
木
具
を
仕
立
て
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た 。

檜
物
町
は 、

毎
年
金
六

(

10
)

 

0
両
を
桶
大
工
頭
の
細
井
藤
十
郎
に
納
め
る
の
み
と
な
り 、

国
役
で
あ
る
年
末

年
始
の
「
御
規
式
御
木
具」
の
細
工
は 、
藤
十
郎
の
下
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た 。

こ
の
と
き
に
檜
物
町
に
対
す
る
木
地
や
扶
持
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
と

そ
し
て 、

安
政
三
年
(-
八
五
六）

二
月一
四
日
に
月
行
事
の
庄
八
ら
が
賄

方
役
人
衆
に
提
出
し
た
書
付
に
付
さ
れ
た
下
札
に
は 、

以
下
の
通
り
記
さ
れ
て

(

11
)
 

い
る 。

御
上
様
江
貫
キ
候
廉
も
薄
く
相
成 、

近
来
ハ
無
謂
藤
十
郎
方
江
差
出
し
候

様
二
相
成 、

町
内
之
者
歎
ヶ
敷
奉
存
居
（
後
略）

こ
こ
に
は 、

国
役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
由
緒
な
ど 、

徳
川
家
に
対
す
る

恩
義
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
薄
く
な
り 、

近
年
は
由
来
も
わ
か
ら
ず
に
国
役
金

を
藤
十
郎
に
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て 、

町
内
の
人
は
嘆
か
わ
し
く
思
っ

て
い
た
と
あ
る 。

檜
物
町
と
徳
川
家
と
の
関
係
は 、

安
政
期
(
-
八
五
四
＼

一

(

12
)

 

八
六
0)

に
は
起
立
当
初
と
較
べ
て
稀
薄
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う 。

以
上
の
通
り 、

江
戸
時
代
初
期
の
又
右
衛
門
は 、

幕
府
か
ら
切
米
を
支
給
さ

れ
た
大
工
棟
梁
と
し
て
「
御
木
具
御
用」

を
つ
と
め
て
お
り 、

徳
川
家
と
の
結

び
つ
き
は
強
か
っ
た
と
い
え
る 。

し
か
し
寛
永
期
を
過
ぎ
る
と 、

又
右
衛
門
は

将
軍
家
に
直
接
関
係
す
る
「
御
木
具
御
用」

を
つ
と
め
な
く
な
り 、

年
末
年
始

の
「
御
規
式
御
木
具」

の
細
工
を
国
役
と
し
て
つ
と
め
る
の
み
と
な
る
が 、

こ

の
国
役
も
直
接
職
人
を
差
し
出
す
段
階
か
ら 、

細
工
品
そ
し
て
お
金
を
上
納
す

る
段
階
へ
と
移
行
し
た 。

以
上
の
変
化
は
元
禄
元
年
ま
で
に
見
ら
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り 、

又
右
衛
門
は
こ
の
頃
ま
で
に
檜
物
大
工
棟
梁
と
し
て
の
役

(

13
)
 

割
を
終
え 、

町
名
主
に
特
化
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る 。

又
右
衛
門
に
対
す
る

切
米
の
支
給
も 、

こ
の
と
き
に
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が 、

こ
の
よ
う
に

幕
府
の
切
米
を
得
て
い
た
特
権
的
な
大
工
棟
梁
が 、

草
分
名
主
に
な
っ
た
と
い

う
点
は 、

江
戸
の
名
主
の
特
徴
を
考
え
る
上
で 、

改
め
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
で

あ
ろ
う 。 立 、

当
時
二
而
ハ
町
内
二
而
御
国
役
相
勤
候
御
由
緒
等

本
文
御
国
役
金
之
儀 、

元
禄
度
よ
り
年
来
差
出
し
来
り
候
得
共 、

年
暦
相

-173- ( 1 8) 



高山

本
史
料
は 、
主
に
枡
の
細
工
に
関
す
る
覚
書
で
あ
る 。
本
史
料
の
翻
刻
に
限

り 、
改
行
は
原
本
通
り
で
あ
る 。
裏
表
紙
に
は
「
檜
物
町
壱
丁
目

衛
門」
と
記
さ
れ
て
い
る
が 、

名
主
な
ど
の
肩
書
き
は
見
ら
れ
な
い 。
元
禄
元

年
（一
六
八
八）
以
前
の
段
階
で
「
御
木
具
御
用」
を
勤
め
な
く
な
っ
た
又
右

衛
門
で
あ
る
が 、
延
宝
五
年
（一
六
七
七）

当
時
は 、

檜
物
大
工
に
由
来
す
る

仕
事
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
い
え
る 。

関
連
す
る
他
の
史
料
が
見
出
さ
れ
な
い
た
め 、
内
容
に
つ
い
て
は
不
詳
な
点

も
残
る
が 、
本
史
料
に
は一
斗
枡・
七
升
枡・
五
升
枡・
一
升
枡・
五
合
枡．

二
合
半
枡・
一
合
枡
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て 、
丁
数
や
値
段
な
ど
が
記
さ
れ
て

延
宝
五
年
（一
六
七
七）
正
月

星
野
又
右

慶子

万
さ
い
エ
之
覚
帳

横
帳 、
一
四・
六
x
四
0・
ニ
（
縦
X
横
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 、
以
下
同）

本
稿
で
翻
刻
し
た
史
料
に
は 、
こ
の
星
野
又
右
衛
門
の
下
で
作
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
史
料 、
及
び
又
右
衛
門
宛
て
の
証
文
が
あ
り 、
か
つ
て
は
星
野
家

に
伝
存
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る 。
江
戸
の
草
分
名
主
の
史
料
と
し
て
は 、

南

(

14
)

 

伝
馬
町
の
高
野
新
右
衛
門
家
の
文
書
群
が
著
名
で
あ
る
が 、

高
野
家
以
外
の
ま

と
ま
っ
た
史
料
は 、
現
時
点
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い 。
星
野
家
文
書
は 、

点
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の 、
数
少
な
い
草
分
名
主
の
文
書
で
あ
る
こ
と
や 、
延

宝
五
年
（一
六
七
七） 、
宝
永
元
年
（一
七
0
四）
と
い
う
比
較
的
古
い
文
書

が
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら 、

貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る 。
以
下
で
は 、

そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
解
説
を
付
す 。
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い
る 。
本
文
中
の
「
つ
る
か
け」
（
弦
掛）
は 、
木
製
の
枡
の
一
隅
か
ら一
隅

(

15
)

 

ヘ
棒
を
対
角
線
に
わ
た
し
た
弦
掛
枡
と
考
え
ら
れ
る 。

後
半
部
分
に
は 、
「
ふ
た
い
た
之
覚」
と
し
て
「
出
雲
様」
と
「
若
狭
様」

に
つ
い
て 、
そ
れ
ぞ
れ
の
寸
法
が
記
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
「
ふ
た
い
た」
は 、

長
さ
と
幅
が
異
な
る
こ
と
か
ら 、
枡
の
蓋
と
い
う
よ
り
は
木
の
お
守
り
札
で
あ

る
「
札
板」
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る 。
延
宝
五
年
正
月
に
出
雲
守
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
者
に
は 、

常
陸
国
笠
間
藩
主
で
あ
る
井
上
正
任
の
嫡
男
正
幸

（
第
四） 、

旗
本
の
島
田
利
木
（
第
五） 、

下
総
国
関
宿
藩
主
で
あ
る
久
世
広
之

の
嫡
男
重
之
（
第
八） 、
大
和
国
郡
山
藩
主
で
あ
る
本
多
政
勝
の
庶
子
政
利
（
第

―
-
) 、

旗
本
の
内
藤
忠
清
（
第一
三） 、
日
向
国
妖
肥
藩
主
の
伊
東
祐
実
（
第

一
四）
が
存
在
し 、
「
出
雲
様」
が
誰
を
指
す
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き

(

16
)

 

な
い 。
同
様
に 、
当
時
の
若
狭
守
に
は 、
肥
後
国
熊
本
新
田
支
藩
主
の
細
川
利

重
（
第
二） 、
伊
勢
国
神
戸
藩
主
の
石
川
総
良
（
第
三） 、

安
房
国
東
条
藩
主
の

西
郷
延
員
（
第
六） 、
旗
本
の
滝
川
利
錦
（
第
八） 、
陸
奥
国
二
本
松
藩
主
の
丹

羽
長
次
（
第一
―
) 、

陸
奥
国
仙
台
藩
主
で
あ
る
伊
達
絹
村
の
父
（
前
藩
主）

綱
宗
（
第―
二） 、
旗
本
（
後
に
大
名）
の
内
藤
重
頼
（
第一
三） 、

旗
本
の
神

尾
元
珍
（
第一
六） 、

旗
本
の
宮
崎
政
泰
（
第一
六） 、
旗
本
の
小
出
守
里
（
第

一
七）
が
存
在
し 、
「
若
狭
様」
は
確
定
で
き
な
い 。
し
か
し
こ
の
記
述
は 、

当
時
の
星
野
又
右
衛
門
が
幕
府
以
外
の
武
家
の
札
板
の
細
工
に
関
係
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て 、

興
味
深
い 。

- 1 72 - ( 1 9) 



江戸檜物町草分名主星野家文書について
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宝
永
元
年
（一
七
0
四）
三
月一
八
日

本
史
料
は 、
檜
物
町
の
名
主
役
が
星
野
又
右
衛
門
か
ら
息
子
の
十
兵
衛
に
引

き
継
が
れ
た
際
に 、
宝
永
元
年
（一
七
0
四）
三
月一
八
日
付
け
で 、
檜
物
町

一
・

ニ
丁
目
の
三一
名
が
町
年
寄
に
宛
て
た
手
形
（
証
文）
の
控
え
で
あ
る 。

署
名
に
名
を
連
ね
た
三一
名
が 、
家
持
で
あ
る
の
か
家
守
（
家
主）

元
年
と
し
た 。

の
町
屋
が
町
奉
行
支
配
と
な
っ
た
の
は
延
享
二
年
（一
七
四

五

）

（
名
主
役
替
手
形
控）

竪
帳 、
三
ニ
・

四
x-

で
あ
る
の

か
は
不
詳
で
あ
る 。
奥
書
に
署
名
し
た
又
右
衛
門
の
押
印
が
な
い
こ
と
か
ら 、

町
内
の
連
印
を
経
た
こ
の
手
形
は 、
控
え
と
し
て
又
右
衛
門
の
下
に
保
管
さ
れ

(

17
)

 

た
と
考
え
ら
れ
る 。
本
史
料
に
は
「
元
禄
十
七
年」
と
あ
る
が 、
同
年
は
三
月

一
三
日
に
「
宝
永」
と
改
元
さ
れ
た
こ
と
か
ら 、
こ
こ
で
の
年
代
表
記
は
宝
永

江
戸
の
名
主
に
は 、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
り
前
後
か
ら
の
由
緒
を
有
す
る
草

分
名
主 、
寛
永
期
（一
六
二
四
i一

六
四
四）
頃
ま
で
に
成
立
し
た
古
町
の
名

主 、
町
奉
行
と
代
官
と
の
両
支
配
の
町
を
支
配
す
る
名
主 、
そ
し
て
寺
社
門
前

(

18
)

 

の
町
屋
を
支
配
す
る
名
主
が
存
在
し
た 。
こ
れ
ら
の
中
で
「
草
分
名
主」・
「
草

創
名
主」
の
名
称
は
江
戸
時
代
の
史
料
で
確
認
で
き
る
が 、
い
つ
頃
か
ら
こ
の

呼
称
が
成
立
し
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る 。
本
史
料
に
は
「
又
右
衛
門
草
分
ケ
之

名王
二
而
御
座
候」
と
あ
り 、
宝
永
元
年
に
は
又
右
衛
門
が
「
草
分
ケ
之
名
主」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
両
支
配
の
町
が
町
奉
行
支
配
に
編
入
さ

れ
た
の
は
寛
文
二
年
（一
六
六
二）
と
正
徳
三
年
（一
七一
三） 、
寺
社
門
前

で
あ
る
が 、

こ
れ
ら
の
町
が
町
奉
行
支
配
に
組
み
込
ま
れ
る
頃
に
は 、
草
分
け
の
名
主
と
い

（
神
田
上
水
樋
枡
新
規
入
替
絵
図）

継
紙 、
三
ニ
・

六
X
九
三・
三
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本
史
料
は 、
享
保
六
年
（一
七
ニ―
)
閏
七
月一
七
日
か
ら
ニ―
日
に
か
け

て
実
施
さ
れ
た 、
檜
物
町
の
上
水
枡・
上
水
樋
の
工
事
の
折
に
作
成
さ
れ
た
図

面
で
あ
る 。
図
の
作
成
年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が 、
各
町
屋
敷
に
記
さ
れ

(

19
)

 

た
地
主
の
名
前
に
押
印
が
あ
る
こ
と
か
ら 、
本
図
は
工
事
の
実
施
時
期
と
同
じ

(

20
)

 

頃
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る 。

こ
の
読
み
と
り
図
は 、
地
主
名
の
文
字
の
向
き
に
合
わ
せ
て
南
を
上
に
し
て

作
成
し
て
い
る 。
檜
物
町
は
「
新
道」
を
は
さ
ん
で
南
北
に
位
置
す
る
町
で
あ

る
が 、
本
図
は
そ
の
南
側
に
相
当
し 、
北
側
部
分
（「
新
道」
を
は
さ
ん
で
図

の
下
側）
は
描
か
れ
て
い
な
い 。
図
の
左
端
（
東
側）
に
は
「
神
田
上
水」
と

記
さ
れ
て
い
る
が 、
こ
こ
は
通
四
丁
目
が
面
す
る
大
通
り
（
通
町
筋）
で
あ
る 。

「
神
田
上
水」
と
あ
る
の
は 、
通
町
筋
に
神
田
上
水
が
通
っ
て
い
る
こ
と
を
記

し
た
も
の
か 、
こ
の
辺
り一
帯
が
神
田
上
水
の
利
用
区
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

上
水
の
枡
や
樋
は
地
中
に
埋
設
さ
れ
た
施
設
で
あ
り 、
水
は
諸
種
の
枡
を
経

て
木
製
の
樋
で
町
屋
敷
に
導
か
れ
た 。
中
に
は
「
此
枡
源
兵
衛
自
分
仕」
と
あ

る
よ
う
に 、
地
主
が
自
分
で
枡
を
設
け
て
水
を
引
き
入
れ
た
事
例
も
確
認
で
き

（
享
保
六
年
〔一
七
ニ―
〕
頃）

う
認
識
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。
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人
共」
の
多
く
は
各
町
の
家
守
（
家
主）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

る 。
図
中
の
丸
印
(
O)
の
中
で
町
屋
敷
内
に
樋
で
引
か
れ
た
分
は
上
水
井
戸

と
も
と
れ
る
が 、
ほ
か
の
丸
印
が
上
水
井
戸
を
指
す
の
か
は
不
詳
で
あ
る 。

天
明
三
年
（一
七
八
三）
三
月

9

0

2

0
4

5

5
7

 

本
史
料
は 、
天
明
三
年
（一
七
八
三）
に 、
星
野
又
右
衛
門
が
養
子
の
長
蔵

に
名
王
役
を
引
き
継
い
だ
と
き
の
記
録
で
あ
る 。
表
紙
に
は
「
天
明
三
卯
年
三

月」
と
あ
る
が 、

同
年
五
月
二
七
日
付
け
の
記
事
も
収
録
さ
れ
て
い
る 。
町
年

寄
に
提
出
し
た
書
付
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が 、

押
印
は
な
い
こ
と
か

ら 、

本
史
料
は
控
え
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
頃
の
又
右
衛
門
は 、

檜
物
町
の
ほ
か
に
檜
物
町
会
所
屋
敷 、
上
槙
町 、

三
嶋
屋
敷 、
道
寿
屋
敷 、
数
寄
屋
町 、
中
橋
広
小
路
田
中
七
左
衛
門
拝
領
屋
敷 、

中
橋
広
小
路
升
屋
善
太
郎
拝
借
地
を
支
配
し
て
お
り 、

名
主
の
退
役
願
に
は 、

こ
れ
ら
の
町
の
「
町
人
共一
同」
が
連
署
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る 。
こ
こ
に

は
「
三
嶋
屋
敷
家
主」 、
「
道
寿
屋
敷
家
主」 、
「
数
寄
屋
町
家
主」
と
あ
り 、
「
町

養
子
の
長
蔵
は 、
松
屋
町
の
家
持
で
あ
る
水
油
仲
買
商
人
の
忠
右
衛
門
の
弟

で
あ
る 。
草
分
名
主
の
養
子
に
つ
い
て 、
本
史
料
に
は 、
宝
暦―
二
年
(-
七

六
二）
正
月
に
本
町
三
丁
目
の
草
分
名
主
で
あ
る
益
田
文
左
衛
門
が 、

神
田
塗

師
町
の
家
持
で
あ
る
壁
方
御
用
達
の
清
水
弥
次
右
衛
門
の
弟
を
養
子
に
貰
い
受

け
た
こ
と
が 、

親
類
縁
者
で
は
な
い
家
か
ら
養
子
を
と
っ
た
事
例
と
し
て
記
さ

四

役
儀
御
免
願
並
家
督
願
右
一
件
二
付
書
留

竪
帳 、
二
四
•

-

X
一
七
•

四

れ
て
い
る 。
こ
の
先
例
に
つ
い
て
は 、
「
右
例
之
儀
は 、
此
方
願
之
儀
は
他
人

二
而
家
持
町
人
よ
り
貰
請
候
二
付 、

他
人
よ
り
貰
請
候
例
有
之
候
ハ
ヽ
、

書
出

可
申
旨 、

喜
多
村
殿
二
而
被
申
聞」
と
あ
る
よ
う
に 、

今
回
の
星
野
又
右
衛
門

の
事
例
（「
此
方
願
之
儀」）
が 、

親
類
縁
者
で
は
な
い
家
持
町
人
か
ら
養
子
を

貰
い
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
町
年
寄
の
喜
多
村
彦
右
衛
門
に
類
例
の

調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
こ
の
記
述
よ
り 、
星
野
又
右
衛
門
と

養
子
の
忠
右
衛
門
は
親
類
縁
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る 。

但
し 、
「
外
之
同
役
衆
二
而
聟
養
子
等
被
致
候
は
何
れ
も
親
類
縁
者
之
好
身

ヲ
以
被
相
願
候
二
付 、
他
人
二
而
貰
候
例
無
之」
と
あ
る
よ
う
に 、
草
分
名
主

(

21
)

 

が
親
類
縁
者
で
は
な
い
者
を
養
子
に
と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
と
い
え
る 。
長

蔵
の
身
元
の
証
明
は 、
又
右
衛
門
と
同
じ
四
番
組
の
名
主
組
合
に
属
す
る
左
内

町
の
倉
本
六
右
衛
門 、

呉
服
町
の
樽
屋
藤
次
郎 、
万
町
の
曽
我
小
左
衛
門 、

平

松
町
の
伊
東
孫
左
衛
門 、
本
材
木
町
の
多
田
内
新
助 、
西
河
岸
町
の
千
柄
清
右

(

22
)

 

衛
門 、

箔
屋
町
の
市
川
又
兵
衛
が
行
っ
て
い
る
が 、
こ
れ
は
血
縁
関
係
の
な
い

養
子
に
草
分
名
主
を
引
き
継
が
せ
る
と
い
う
例
外
的
な
措
置
に
対
し
て 、
よ
り

慎
重
な
手
続
き
が
と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

と
こ
ろ
で 、
こ
の
長
蔵
の
身
元
を
保
証
し
た
名
主
た
ち
と
星
野
又
右
衛
門
が

属
し
た
名
主
組
合
と
は 、
近
隣
の
名
主
同
士
で
構
成
さ
れ
た
組
合
で
あ
り 、
町

(

23
)

 

触
の
伝
達
な
ど 、
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
が
組
合
単
位
で
行
わ
れ
た 。
一
八
世
紀
中

頃
に
は 、
江
戸
の
名
主
組
合
は
ニ
一
番
組
と
番
外
の
品
川
と
吉
原
の
計
二
三
組

と
な
り 、

す
べ
て
の
名
主
は
い
ず
れ
か
の
組
に
属
し
た
が 、
草
分
名
主
は
こ
う

(

24
)

 

し
た
組
合
の
ほ
か
に 、

草
分
名
主
組
合
に
属
し
て
い
た 。
草
分
名
主
組
合
は
元

文
三
年
（一
七
三
八）
に
組
織
さ
れ 、
宝
暦―
一
年
（一
七
六一
）
四
月
に
は
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江戸檜物町草分名主星野家文書について

五

永
代
売
渡
証
文
之
事

一
紙 、

三
三
·

七
x
四
八
•

六

「
草
分
名
主
弐
十
九
人
之
儀
は 、

親
類
よ
り
も
睦
＜
致
し 、

身
持
之
義
共
相
互

二
相
慎
ミ 、
末
々
相
続
仕
候
様
二
可
相
勤
義 、
第一
之
儀
二
御
座
候」

と
し
て 、

申
合
書
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う 。

こ
の
申
合
書
に
よ
れ
ば 、

草
分
名
主
組
合
の

寄
合
は
年
に
二
回
行
わ
れ
た
が 、

本
史
料
に
は
「
同
年
〔
天
明
三
年〕

五
月
七

日 、

草
分
ケ
同
役
衆
例
年
之
通
御
寄
合」

と
あ
り 、

天
明
三
年
五
月
七
日
に
定

例
の
寄
合
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

星
野
家
に
と
っ
て
は 、

養
子
の
長

蔵
が
名
主
役
を
引
き
継
い
だ
後
の
最
初
の
寄
合
で
あ
っ
た
た
め 、
「
先
例
之
通 、

当
日
餅
菓
子
折
詰
銘
々
江
引」

と
あ
る
よ
う
に 、

種
々
の
菓
子
が
又
右
衛
門
か

(

25
)

 

ら
同
役
の
草
分
名
主
に
配
ら
れ
た 。
一
般
の
名
主
と
は
別
に 、

草
分
名
主
は
独

9

0

2

0
4

5

5

9

 

明
治
三
年
(
-
八
七
0)

四
月

本
史
料
は 、

明
治
三
年
(-
八
七
0)

四
月
に 、

星
野
又
右
衛
門
が
竹
町
の

家
持
で
あ
る
元一
郎
か
ら
土
蔵
を
購
入
し
た
と
き
の
証
文
で
あ
る 。

竹
町
は 、

江
戸
時
代
に
は
筋
違
橋
門
外
の
牛
込
肴
町
代
地
・

牛
込
袋
町
代
地
で
あ
っ
た
町

(

26
)

 

で
あ
り 、

明
治
時
代
の
初
期
に
竹
町
と
称
さ
れ
た 。

江
戸
の
名
主
制
度
は 、

明
治
二
年
(-
八
六
九）

三
月
に
廃
止
さ
れ 、

名
主

(

27
)

 

に
か
わ
る
中
年
寄・
添
年
寄
が
置
か
れ
た 。
東
京
市
内
は
五
0
区
に
分
け
ら
れ 、

檜
物
町
は
東
京
五
番
組
に
属
し
た
が 、

同
組
の
中
年
寄
は
村
松
源
六 、

添
年
寄

は
市
川
延
吉
郎
で
あ
り 、

星
野
又
右
衛
門
は
五
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
世
話
掛

自
の
結
束
を
有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

て
は 、

実
態
の
解
明
が
期
待
さ
れ
る 。

で
あ
っ
た
馬
込
勘
解
由
は 、

寛
政
期
（一
七
八
九
＼

一
八
0
-
)

か
ら
下
野
国

中
年
寄
に
就
任
し
た 。

明
治
六
年
(-
八
七
三）

三
月
に
は 、

星
野
安
春
が
大

区
小
区
制
に
お
け
る
第一
大
区
戸
長
世
話
掛
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が 、

こ
の
星
野
安
春
と
星
野
又
右
衛
門
が
同一
人
物
あ
る
い
は
親
子
な
ど
で
あ
る
な

ら
ば 、

星
野
家
は
東
京
の
町
役
人
と
し
て 、

江
戸
時
代
に
引
き
続
き
明
治
初
期

の
都
市
行
政
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る 。

本
史
料
で
は 、

又
右
衛
門
が
金
一
0
五
両
で
土
蔵
を
購
入
し
て
い
る
が 、

江

(

28
)

 

戸
時
代
の
又
右
衛
門
の
名
主
役
料
は 、
一
年
に
金
九
六
両
余
で
あ
っ
た 。

江
戸

の
名
主
は
専
業
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が 、

江
戸
の
名
主
制
度
が
廃
止
さ
れ
て

間
も
な
い
頃
の
又
右
衛
門
が 、

か
つ
て
の
年
間
役
料
以
上
の
金
額
の
土
蔵
を
な

ぜ
購
入
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か 。

こ
の
点
に
関
し
て 、

大
伝
馬
町
の
草
分
名
主

宇
都
宮
藩
主
の
戸
田
家
に
金
銭
の
貸
し
付
け
を
始
め 、

そ
の
金
額
は
慶
応
三
年

（
一
八
六
七）

に
金
六
万
二
千
両
余 、

明
治
三
年
に
は
八
万
両
余
に
達
し
た
こ

(

29
)

 

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。

馬
込
勘
解
由
は 、

こ
う
し
た
大
名
貸
し
を
は
じ

め
と
す
る
金
融
活
動
で 、

収
入
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
事
例
を
念

頭
に
置
く
な
ら
ば 、

星
野
又
右
衛
門
も
名
主
役
料
以
外
の
収
入
が
あ
っ
た
可
能

性
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う 。

江
戸
の
名
主
の
経
済
事
情
に
つ
い

【

註
】

(

l
)

「
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』

第一
―
巻
（
小
学
館 、
二
0
0一
年） 。

な

ぉ
「
草
分
名
主」
の
表
記
に
つ
い
て 、
一
般
的
に
は
「
草
創
名
主」
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が 、

本
稿
の
翻
刻
史
料
で
は
「
草
分」
が
多
く
使
わ
れ 、

本
史
料

群
の
登
録
名
も
「
草
分
名
主」
で
あ
る
こ
と
か
ら 、

本
稿
で
は
「
草
分
名
主」
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の
表
記
で
統一
し
た 。

(

2
)

江
戸
の
草
分
名
主
に
関
す
る
主
な
研
究
に
は 、

小
宮
山
緩
介
「
江
戸
町
奉
行

の
事
附
与
力
同
心
町
年
寄
役
人
等
の
事」
（
國
學
院
編
『
法
制
論
纂』
一

、
一

九
0
三
年） 、

幸
田
成
友
「
江
戸
の
名
主」
（『
史
学』

第
二
巻
第
四
号 、
一
九

二
三
年 、

後
に
『
幸
田
成
友
著
作
集』

第
一
巻 、

中
央
公
論
社 、
一
九
七
二
年

に
収
録） 、

三
浦
俊
明
「
江
戸
城
下
町
の
成
立
過
程
ー

国
役
負
担
関
係
を
通
し

て
み
た
町
の
成
立
に
つ
い
て
ー」

（『
日
本
歴
史』
一
七
二 、
一
九
六
二
年） 、

水

江
漣
子
「
町
名
主」
（
西
山
松
之
助
編
『
江
戸
町
人
の
研
究』

第
四
巻 、

吉
川

弘
文
館 、
一
九
七
五
年 、

後
に
「
江
戸
名
主
の
源
流
と
系
譜」

と
改
題
・

改
稿

の
上 、
水
江
著
『
江
戸
市
中
形
成
史
の
研
究』
弘
文
堂 、
一

九
七
七
年
に
収
録） 、

吉
田
伸
之
「
江
戸
南
伝
馬
町
二
丁
目
他
三
町
の
町
制
機
構
と
住
民」
（『
論
集
き

ん
せ
い』

二 、
一
九
七
九
年 、

後
に
同
著
『
近
世
巨
大
都
市
の
社
会
構
造』

東

京
大
学
出
版
会 、
一
九
九
一

年
に
収
録） 、
吉
原
健一

郎
『
江
戸
の
町
役
人』
（
吉

川
弘
文
館 、
一
九
八
0
年） 、
『
元
禄
の
町』
（
都
市
紀
要
二
八 、

東
京
都 、
一
九

八
一

年 、

片
倉
比
佐
子
氏
執
筆） 、

吉
田
伸
之
「
江
戸・
檜
物
町」
（
高
橋
康
夫・

吉
田
伸
之
編
『
日
本
都
市
史
入
門』
II
町 、
東
京
大
学
出
版
会 、
一
九
九
0
年） 、

同
「
名
主」
（『
日
本
都
市
史
入
門』

m

人 、
一
九
九
0
年）

な
ど
が
あ
る 。

(

3
)

「
檜
物
町
由
緒
書」
（「
檜
物
町
国
役
之
儀
二
付
御
賄
方
よ
り

掛
合
調」
『
市

中
取
締
続
類
集』

町
人
諸
願
之
部 、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 、
旧
幕
府
引
継
書 、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
第
一
集一
五
三
リ
ー

ル） 。

(

4
)

表
題
に
は
安
政
三
年
(
-
八
五
六）

九
月
晦
日
と
あ
る
が 、

こ
の
一

件
書
類

の
中
に
は
同
年
一

0
月
付
け
の
書
類
も
含
ま
れ
て
い
る 。

吉
田
「
江
戸
・

檜
物

町」
（
前
掲
(

2
)
)

で
は 、
こ
の
由
緒
書
や
元
禄
元
年・
同
二
年
（
一
六
八
八・

一
六
八
九）

の
書
付
写
を
は
じ
め
と
す
る
本
一

件
書
類
に
基
づ
い
て 、

檜
物
町

の
変
遷
や
名
主
の
あ
り
方
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が 、

こ
こ
で
は
星
野
又
右
衛
門

の
よ
り
具
体
的
な
来
歴
に
改
め
て
注
目
し
た
い 。

ヽ

(

5
)

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
国
役
直
上
納
願
に
つ
き）
」
（「
檜
物
町
国
役
之

儀
二
付
御
賄
方
よ
り

掛
合
調」

前
掲
（
3）) 。

こ
れ
は 、

願
人
で
あ
る
月
行
事

の
庄
八 、
五
人
組
の
弥
兵
衛 、
名
主
の
又
右
衛
門
が 、
「
御
賄
方
御
役
人
衆
中
様」

に
宛
て
た
願
書
で
あ
る 。

以
下
の
庄
八
ら
の
願
書
か
ら
の
引
用
は 、

す
べ
て
本

史
料
に
よ
る 。

(

6
)

『
徳
川
諸
家
系
譜』

第
一

（
続
群
書
類
従
完
成
会 、
一
九
七
0
年） 。

後
述

の
①
か
ら
⑦
の
御
用
の
記
事
に
関
す
る
年
代
比
定
も
本
史
料
に
よ
る 。

(

7
)

煤
取
（
す
す
と
り）

は 、

煤
掃
（
す
す
は
き）

と
同
じ
意
味
で 、

正
月
の
準

備
と
し
て
普
段
は
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
大
掃
除
を
す
る
こ
と
で
あ
る 。

江
戸
時
代
に
は
一
―
一
月
一
三
日
に
行
う
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
（『
日
本
国
語
大

辞
典
第
二
版』

第
七
巻） 。

(

8
)

扶
持
に
つ
い
て 、

扶
持
米
と
は
「
何
人
扶
持」

と
提
示
さ
れ 、
一
日
に
玄
米

五
合 、

年
間
に
し
て
一

石
八
斗
（
三
斗
五
升
入
り
の
俵
で
五
俵）

が
支
給
さ
れ

る
俸
禄
を
い
う
が
（『
徳
川
幕
府
事
典』

東
京
堂
出
版 、

二
0
0
三
年
な
ど） 、

又
右
衛
門
に
関
し
て
は
「
何
人
扶
持」

と
の
記
録
は
確
認
で
き
ず 、

当
初
か
ら

支
給
さ
れ
た
蔵
米
の
二
五
俵
が 、

こ
こ
で
い
う
扶
持
に
相
当
す
る
と
考
え
る 。

(

9
)

吉
田
「
江
戸
・

檜
物
町」
（
前
掲
(

2
)
)

で
は 、

元
和
期
（
一
六
一
五
＼

一

六
二
四）

ま
で
檜
物
町
が
一
0
0
0
人
の
職
人
を
差
し
出
し
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る 。

(

10
)

庄
八
ら
の
願
書
に
は 、
「
桶
大
工
頭
細
井
藤
十
郎
吉
兵
衛
と
申
者 、

右
両
人

類
業
二
付」

と
あ
る 。

元
禄
元
年
当
初
は 、

細
井
藤
十
郎
と
吉
兵
衛
の
両
名
に

国
役
金
を
上
納
し
た
が 、
「
其
後
同
四
未
年 、
吉
兵
衛
儀
ハ
御
用
御
免
二
相
成 、

藤
十
郎
壱
人
二
而
相
勤」

と
あ
る
よ
う
に 、

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

以
降
は

藤
十
郎
の
み
と
な
っ
た 。

こ
の
藤
十
郎
に
つ
い
て 、
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三）

と
考
え
ら
れ
る
丑
（
年）

八
月
に
町
奉
行
の
大
岡
越
前
守
（
忠
相）

と
稲
生
下

野
守
（
正
武）

が
作
成
し
た
書
付
に
は 、
「
後
藤
•

本
阿
弥
之
外 、

前
々
よ
り

表
立
苗
字
唱
来
候
分」

と
し
て 、
「
同
（
御
賄
方
支
配）

御
檜
物
師

細
井
藤

十
郎」

と
あ
る
（『
享
保
撰
要
類
集』

二
六 、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 、

旧
幕

府
引
継
書 、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
第
一

集
九
リ
ー

ル） 。

な
お 、

安
政
二
＼

三
年
の
一

件
は 、
「
近
来
右
藤
十
郎
儀 、

身
上
向
不
如
意
二
相
成 、

御
用
御
差

支
等
も
難
計」

と
あ
る
よ
う
に 、

藤
十
郎
の
身
上
向
き
が
不
如
意
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
起
こ
っ
て
い
る 。

(

11
)

「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
（
国
役
金
上
納
仕
法
古
復
願
に
つ
き）
」
（「
檜
物

町
国
役
之
儀
二
付
御
賄
方
よ
り

掛
合
調」

前
掲
（
3）) 。
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(

12

)

但
し 、

町
内
の
人
が
嘆
か
わ
し
く
思
っ
て
い
た
と
あ
る
よ
う
に、

こ
れ
ま
で

に
み
て
き
た
庄
八
ら
の
願
書
に
は
「
職
業
不
行
届
之
者
江
大
切
之
御
国
役
御
用

為
相
任
置
候
義 、
一
同
心
配
仕 、

第一
御
国
役
相
勤
候
由
緒
も
永
続
仕
度 、

古

来
之
通
檜
物
町
二
而
万
事
進
退
仕」

と
あ
る 。
こ
れ
は 、

桶
大
工
頭
の
細
井
藤

十
郎
が
不
如
意
に
な
っ
た
こ
と
で 、
「
職
業
不
行
届
之
者」

に
国
役
金
を
納
め

る
と
い
う
話
が
出
て
き
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が 、

こ
の
中
で
庄
八
は

国
役
を
大
切
な
御
役
と
し
て
永
続
し
た
い
と
主
張
し
て
お
り 、

月
行
事
な
ど
の

間
で
は 、

国
役
の
由
来
が
忘
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い。

(

13

)

『
元
禄
の
町』 、

吉
田
「
江
戸
・

檜
物
町」
（
と
も
に
前
掲
(

2

)

)

で
は 、

檜
物
大
工
棟
梁
の
星
野
又
右
衛
門
が
名
主
役
に
専
念
す
る
一
方
で 、

桶
大
工
頭

の
細
井
藤
十
郎
は
名
主
役
を
止
め
て
大
工
頭
に
特
化
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ 、

こ
う
し
た
大
工
頭
と
名
主
役
と
の
関
係 、

及
び
職
人
町
の
あ
り
方
が
論
じ
ら
れ

て
い
る 。

ま
た 、

南
伝
馬
町
の
高
野
新
右
衛
門
な
ど
の
よ
う
に、

草
分
名
主
と

伝
馬
役
（
人
馬
御
用）

の
統
轄
を 、

と
も
に
担
い
続
け
た
事
例
も
あ
る
（
吉
田

「
江
戸
南
伝
馬
町
二
丁
目
他
三
町
の
町
制
機
構
と
住
民」 、
『
元
禄
の
町』

と
も

に
前
掲
(

2

)

) 。

(

14
)

高
野
新
右
衛
門
家
文
書
に
つ
い
て
は 、

吉
原
著
書、
『
元
禄
の
町』
（
と
も
に

前
掲
(

2

)

)、
『
南
伝
馬
町
名
主
高
野
家
日
記
言
上
之
控』
（
東
京
都 、
一
九

九
四
年）

な
ど
を
参
照 。

(

15

)

語
彙
に
つ
い
て
は 、
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』

に
よ
る 。

(

16

)

人
物
比
定
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜」

第一
ー

ニ
ニ
（
続
群
書
類
従
完
成
会 、

一
九
六
四
ー

一
九
六
七
年）

に
よ
る 。

本
文
中
の
括
弧
内
は
巻
数 。

大
名
に
つ

い
て
は 、
『
藩
史
大
事
典』

第一
i

八
巻
（
雄
山
閣
出
版 、
一
九
八
八
ー

一
九

九
0
年）

参
照 。

(

17
)

手
形
の
正
本
は 、

又
右
衛
門
ら
の
押
印
が
な
さ
れ
た
上
で 、

町
年
寄
に
提
出

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る 。

な
お 、

こ
の
控
え
に
は
月
行
事
の
弥
三
郎
と
半
右
衛

門
の
押
印
も
な
い
が 、

名
主
の
役
替
手
形
は
本
人
の
下
に
保
管
さ
れ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。

(

18

)

小
宮
山
論
文
や
幸
田
論
文
（
と
も
に
前
掲
(

2

)

)

以
来 、

両
支
配
の
町
を

支
配
す
る
名
主
は
「
平
名
主」 、

門
前
町
屋
の
名
主
は
「
門
前
名
主」

と
呼
ば

れ
て
い
る
が 、
こ
れ
ら
は
小
宮
山
氏
や
幸
田
氏
の
分
類
に
基
づ
く
呼
称
で
あ
り 、

当
時
の
史
料
に
こ
れ
ら
の
呼
称
は
確
認
さ
れ
な
い。

(

19
)

町
屋
敷
に
記
さ
れ
た
名
前
は 、

図
中
の
別
の
箇
所
に
「
長
兵
衛
屋
敷」 、
「
宗

兵
衛
屋
敷」

な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら 、

地
主
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
傍
点

は
筆
者
に
よ
る 。

家
守
の
場
合
は 、

通
常
「
長
兵
衛
店」
と
表
記
さ
れ
る） 。

(

20
)

但
し 、

こ
の
図
面
が
工
事
前
の
仕
様
書
で
あ
る
の
か 、

工
事
後
の
完
成
図
で

あ
る
の
か
は
不
詳 。

(

21

)

引
用
箇
所
の
「
同
役
衆」

が 、

草
分
名
主
に
限
ら
ず
名
主一
般
を
意
味
す
る

と
も
考
え
ら
れ
る
が 、

類
例
と
し
て
示
さ
れ
た
宝
暦―
二
年
の
事
例
が 、

草
分

名
王
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら 、

こ
こ
で
は
「
同
役
衆」

を
草
分
名
主
に
限
定

し
て
解
釈
し
た 。

(

22
)

「
万
世
江
戸
町
鑑」

天
明
二
年
版
（『
江
戸
町
鑑
集
成」

第一
巻 、

東
京
堂

出
版 、
一
九
八
九
年 、

三
八
ニ
ー

三
八
三
頁）

の
四
番
組
の
「
名
主
組
合
附」

に
は 、

曽
我
小
左
衛
門
は
青
物
町、

多
田
内
新
助
は
坂
本
町一
丁
目
の
名
主
と

表
記
さ
れ
て
い
る 。

(

23
)

名
王
組
合
に
つ
い
て
は 、

吉
原
著
書
（
前
掲
(

2
)

)、

大
野
祥
子
「
江
戸
に

お
け
る
名
王
の
性
格
と
そ
の
意
義
ー

名
主
組
合
を
中
心
に
し
て
ー」

（『
論
集
き

ん
せ
い』
一
四
号 、
一
九
九
二
年）

参
照 。

(

24

)

草
分
名
主
組
合
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は 、

史
料
引
用
も
含
め
て、
『
中
央

区
史』

上
巻
（
東
京
都
中
央
区
役
所 、
一
九
五
八
年）

に
よ
る 。

(

25

)

な
お 、

こ
の
と
き
に
は
「
尤
嶋
田
左
内
殿
御
子
息
左一
郎
殿
二
も
見
習
御
目

見
後
初
而
二
付 、
此
方
申
合
同
様
二
両
人
も
や
い
二
而
申
付
ル
菓
子」
と
あ
り 、

市
谷
田
町
の
草
分
名
主
で
あ
る
嶋
田
左
内
の
息
子
の
左
一
郎
も 、

菓
子
を
配
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

(

26
)

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典』
一
三・
東
京
都
（
角
川
書
店 、
一
九
七
八
年） 。

竹
町
は
そ
の
後 、

明
治
四
年
(-
八
七
一
）

ま
で
に
神
田
栄
町
と
な
っ
た 。

(

27

)

明
治
初
期
の
町
役
人
に
つ
い
て
は 、
『
日
本
橋
区
史』

第
二
冊
（
東
京
市
日

本
橋
区
役
所 、
一
九
一
六
年） 、
『
新
修
日
本
橋
区
史』

下
巻
（
東
京
市
日
本
橋

区
役
所 、
一
九
三
七
年） 、
『
区
制
沿
革
ー

名
主
制
か
ら
区
制
へ
の
推
移』
（
都

市
紀
要
五 、

東
京
都 、
一
九
五
八
年 、

鷹
見
安
二
郎
氏
執
筆）

な
ど
を
参
照 。
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高 山 慶子

(

28
)

「
町
々
役
料
高
書
上」
（『
重
宝
録』
巻
十 、
東
京
都
版
第
二 、
二
0
0
一

年） 。

(

29
)

幸
田
成
友
「
馬
込
勘
解
由」
（『
経
済
学
研
究』

四 、

東
京
商
科
大
学 、
一
九

三
五
年 、

後
に
『
幸
田
成
友
著
作
集』

第
二
巻 、

中
央
公
論
社 、
一
九
七
二
年

に
収
録） 。

馬
込
勘
解
由
の
江
戸
時
代
の
名
主
役
料
は 、

名
主
の
中
で
は
最
高

額
の
金
ニ
―
二
両
余
で
あ
る
（「
町
々
役
料
高
書
上」

前
掲
(

28
)

)。
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